










研究方法

　表 1に示した東京都の小中学校児童生徒約 22万人を対象とし,同一校につき

昭和 49年と 50年の 2ヵ年連続調査を行なった。

　図 1 のように,無自覚性腎疾患のスクリーニングを目的として集められたい

わゆる早朝第 1 尿ついて,試験紙法で尿糖をしらべ,尿糖陽性者に再度早朝第 1

尿の尿糖を検査し,2 回連続陽性者に 50g ブドウ糖負荷試験を行なって,日本糖

尿病学会の糖負荷試験判定の勧告値に基いて,耐糖尿を判定した。


